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はじめに

　進行再発大腸癌に対する化学療法は FOLFOXや
FOLFIRIなどの新規抗がん剤レジメンや分子標的薬の登
場により生存期間中央値が₃₀か月前後となる臨床試験も
みられるようになった₁， ₂ ）．しかし，大腸癌治療ガイド
ライン₃）において，Performance Status（PS）不良例や主
要臓器機能が保たれていない症例に対して化学療法は原
則適応とならず，肝機能に関してはAST/ALT値が₁₀₀IU/
L以上，T-Bilが ₂ mg/dL以上の肝機能障害例に対する化
学療法の施行は推奨されていない．今回，われわれは原
発巣切除後に高度肝機能障害を呈した大腸癌多発肝転移
症例に対し，患者の同意を得てoxaliplatin（L-OHP）ベー

スの化学療法を術後早期より開始し，肝機能の改善およ
び予後の延長を認めた症例を経験したので報告する．

症　　例

　患者：₆₃歳，女性．
　主訴：なし（便潜血陽性）．
　既往歴：特記すべきことなし．
　現病歴：検診で便潜血陽性を指摘され，下部消化管内
視鏡検査を施行した．S状結腸に全周性の ₂型腫瘍を認
め，生検の結果，高分化管状腺癌であった．また腹部造
影CTで多発肝転移を認めた．狭窄が強いため原発巣のみ
切除する方針とし，手術待機中であったが腹痛を認める
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症例報告

原発巣切除後に肝機能増悪を認めた大腸癌肝転移症例に対し 

L-OHPベースの化学療法を行い軽快した ₁例
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要　旨：大腸癌肝転移により肝機能障害を伴う症例は予後不良であるが，大腸癌治療ガイドラインで
は肝機能障害例に対する全身化学療法の施行は推奨されていない．今回，原発巣切除後に高度肝機能
障害を呈した大腸癌多発肝転移症例に対し，術後早期よりoxaliplatinベースの化学療法を行い肝機能
の改善および予後の延長を得られた症例を経験したので報告する．症例は₆₃歳女性．Performance 
Status ₀ ．S状結腸癌による閉塞性イレウスおよび多発肝転移の診断で緊急S状結腸切除を行った．
術後 ₆日目にT-Bilが₃．₉mg/dlと上昇し肝機能障害を認めた．腹部CTで肝転移の著明な増大を認めな
かったが，腫瘍マーカーの急激な上昇を認めた．予後不良であることが予想されたため早期化学療法
の方針となった．術後₁₀日目よりSOX（S- ₁  ₁₀₀mg/day，oxaliplatin ₁₃₀mg/㎡）を通常量で開始した
ところ肝機能の改善を認めた． ₂ コース目よりBevacizumabを追加し， ₃ コース後のCTで肝転移縮
小を認めた．大腸癌肝転移による肝機能障害例に対してはBest Supportive Careの方針となることもあ
るが全身化学療法により予後の延長が期待できる症例もあり，十分な説明を行い同意が得られれば治
療適応となりうると考えられた．
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肝機能障害（liver dysfunction），化学療法（chemotherapy），SOX療法（SOX regimen）


